
(57)【要約】

【課題】従来の欠点を解消し、改善された流体減衰遅延

機構を利用した注入装置を提供すること。

【解決手段】注射器を受容するハウジング１２、１１２

、２１２であって、この注射器を、延出位置から、その

針１８、１１８、２１８がハウジングから延出していな

い格納位置に付勢するための戻しばね２６、１２６、２

２６を含む。駆動ばね３０、１３０、２３０が、第１の

駆動要素３２、１３２、２３２に作用し、第２の駆動要

素３４、１３４、２３４が、注射器に作用して、この注

射器をその格納位置から延出位置に前進させて、その注

射器の内容物を針から排出する。レザバー４８、１４８

、２４８が、第１の駆動要素と第２の駆動要素との間に

画定され、レザバーは、高粘度流体を含み、このレザバ

ーの容積が、駆動ばねによって作動されて第１の駆動要

素が第２の駆動要素に対して移動すると減少する時にこ

の流体を逃がすベント４４、１４４、２４４を備えてい

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 注 入 装 置 に お い て 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 前 記 注 射
器 を 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前
記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る と 、 前 記 注 射 器 に 作 用 し て 、 こ の 注 射 器 の 内 容
物 を 前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 す る 、 駆 動 装 置 と 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling position） ま で 前 進 す る と 作
動 し て 、 前 記 装 置 の 第 １ の 構 成 要 素 が 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 移 動 で き る よ う に す る 、 結
合 解 除 機 構 と 、
　 前 記 第 １ の 構 成 要 素 が 、 前 記 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 公 称 解 放 位 置 （ nominal release 
position） に 達 す る と 作 動 し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 前 記 注 射 器 を 解 放 す る 解
放 機 構 で あ っ て 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ れ た 時 点 で 、 前 記 付 勢 手 段 が 、 前 記 注 射 器 を そ の 格
納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と 、
　 前 記 注 射 器 の 残 り の 内 容 物 が 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ れ る 前 に 排 出 さ れ る よ う に 、 前 記 注
射 器 の 解 放 を 、 前 記 結 合 解 除 機 構 の 作 動 後 に 遅 延 さ せ る た め に 、 前 記 第 １ の 構 成 要 素 の 前
記 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 す る 動 き を 減 衰 さ せ る 高 粘 度 流 体 と 、
　 を 含 む 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 装 置 の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 前 記 駆 動 装 置 の 第 １ の 要 素 お よ び 第
２ の 要 素 で あ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第
２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に 作 動 し て 、 前 記 注 射 器 を 、 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 か ら 前 記
注 射 器 の 延 出 位 置 に 前 進 さ せ て 、 前 記 注 射 器 の 内 容 物 を 前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 さ せ 、 前
記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 が 前 記
注 射 器 に よ っ て 拘 束 さ れ る と 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動
す る こ と が で き る 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 あ る 部 分 が 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ 、 別 の 部 分 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ
っ て 画 定 さ れ た レ ザ バ ー を さ ら に 含 み 、 前 記 レ ザ バ ー の 容 積 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少 し
、 前 記 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体 を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 前 記 高 粘 度 流 体 を 逃 が
す た め の ベ ン ト （ vent） を 有 す る 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 注 入 装 置 に お い て 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 前 記 注 射
器 を 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前
記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 で あ っ て 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に 作 用 し て 、 前 記 注 射 器 を
、 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 か ら 前 記 注 射 器 の 延 出 位 置 に 前 進 さ せ て 、 前 記 注 射 器 の 内 容 物 を
前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 さ せ 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動
さ れ る と 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る こ と が で き 、 前
記 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に よ っ て 拘 束 さ れ る 、 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動
要 素 と 、
　 あ る 部 分 が 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ 、 別 の 部 分 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ
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っ て 画 定 さ れ た レ ザ バ ー で あ っ て 、 前 記 レ ザ バ ー の 容 積 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記
ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少 し 、 前
記 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体 を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 前 記 高 粘 度 流 体 を 逃 が す た
め の ベ ン ト を 有 す る 、 レ ザ バ ー と 、
　 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 公 称 解 放 位 置 ま で 前 進 す る と 作 動 し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の
作 用 か ら 前 記 注 射 器 を 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ た 解 放 機 構 で あ っ て 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ
れ た 時 点 で 、 前 記 付 勢 手 段 が 、 前 記 注 射 器 を 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と 、
　 を 含 む 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 結 合 (coupling)で あ っ て 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 公 称
解 放 位 置 よ り も 前 進 し て い な い 位 置 に あ る 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling posit
ion） に 前 進 す る ま で 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る の を
防 止 す る 結 合 、 を さ ら に 含 む 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 駆 動 要 素 が 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 前 進 す る と 作 動 す る 結 合 解 除 機
構 を 含 む 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 作 用 す る 第 ３ の 駆 動 要 素
で あ り 、
　 前 記 結 合 解 除 機 構 は 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 が 前 記 第
２ の 駆 動 要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 の 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素
に 対 す る 移 動 が 可 能 と な る よ う に 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解
除 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 解 放 機 構 は 、 前 記 公 称 解 放 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 １ の 駆 動
要 素 に 作 用 し な く な り 、 前 記 注 射 器 が 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 解 放 さ れ る よ う に 、
前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 作 用 で き る よ う に 、 前
記 第 １ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 を 含 み 、
　 前 記 結 合 解 除 機 構 は 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第
２ の 駆 動 要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 の 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素
に 対 す る 移 動 が 可 能 と な る よ う に 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解
除 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 解 放 機 構 は 、 前 記 公 称 解 放 位 置 に 達 す る と 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 前 記 第 １ の 駆 動
要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 注 射 器 が 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 解 放 さ
れ る よ う に 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 を 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 、
　 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ３ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 ベ ン ト は 、 １ つ の 前 記 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ た 収 集 チ ャ ン バ に 連 通 し て お り 、
前 記 収 集 チ ャ ン バ に 、 逃 げ た 高 粘 度 流 体 が 収 集 さ れ る 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ３ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 が ス テ ム を 含 み 、 前 記 他 方 の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ス テ ム を 受 容 す る よ
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う に 一 端 が 開 口 し た 孔 を 含 み 、 前 記 孔 と 前 記 ス テ ム が 、 前 記 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る
、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 が 、 ス テ ム を 含 み 、 前 記 ベ ン ト お よ び 前 記 収 集 チ ャ ン バ を 画 定 し て
お り 、 前 記 他 方 の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ス テ ム を 受 容 す る た め に 一 端 が 開 口 し 、 他 端 が 閉 じ た
盲 孔 を 含 み 、 前 記 盲 孔 と 前 記 ス テ ム が 、 前 記 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ ま た は １ １ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 収 集 チ ャ ン バ は 、 前 記 ベ ン ト の た め に 一 端 が 開 口 し 他 端 が 閉 じ た 前 記 一 方 の 駆 動 要
素 に お け る 孔 に よ っ て 画 定 さ れ て い る 、 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ２ ‐ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 で あ る 、 注 入 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 背 景 技 術 〕
　 本 発 明 は 、 注 射 器 を 受 容 し 、 注 射 器 を 延 出 さ せ 、 注 射 器 の 内 容 物 を 排 出 し 、 そ し て 注 射
器 を 自 動 的 に 引 き 戻 す タ イ プ の 注 入 装 置 に 関 す る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 国 際 公 開 第 ９ ５ ／
３ ５ １ ２ ６ 号 お よ び 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 Ａ ‐ ０ ５ １ ６ ４ ７ ３ 号 に 記 載 さ れ て お り 、 駆 動 ば
ね と 、 注 射 器 の 内 容 物 が 排 出 さ れ た と 判 断 す る と 駆 動 ば ね の 影 響 か ら 注 射 器 を 解 放 し て 、
注 射 器 が 戻 し ば ね に よ っ て 格 納 さ れ る あ る 種 の 形 態 の 解 放 機 構 を 利 用 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 装 置 で は 、 注 射 器 の 内 容 物 の 完 全 な 排 出 、 お よ び 注 射 器 の 駆
動 ば ね か ら の 確 実 な 解 放 の 両 方 を 確 実 に 行 う の が 困 難 で あ る な ど の 問 題 が 生 じ て い る 。 装
置 の 様 々 な 構 成 要 素 の 公 差 が 積 み 重 な る た め 、 解 放 機 構 が 確 実 に 有 効 と な る よ う に 、 解 放
機 構 の 作 動 に 一 定 の 安 全 限 界 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 安 全 限 界 を 低 く 見 積 も り 過 ぎ る と
、 た と え 注 射 器 の 内 容 物 が 排 出 さ れ て も 、 解 放 機 構 が 機 能 せ ず 、 特 に 薬 物 を 自 己 注 射 す る
場 合 に 、 自 動 引 き 戻 し す る こ と に な っ て い る 装 置 で 問 題 と な る 。 他 方 、 安 全 限 界 を 高 く 見
積 も り 過 ぎ る と 、 注 射 器 が 引 き 戻 さ れ た 後 に 注 射 器 の 内 容 物 が 排 出 さ れ 、 第 １ に 、 投 与 量
が 不 足 し 、 次 に 、 「 ウ ェ ッ ト （ wet） 」 注 入 と 呼 ば れ る 事 態 が 起 こ る 。 ウ ェ ッ ト 注 入 （ wet
 injection） は 、 神 経 質 な 人 に と っ て 、 特 に 薬 物 を 自 己 注 射 す る 場 合 に 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 英 国 特 許 出 願 第 ０ ２ １ ０ １ ２ ３ 号 、 同 第 ０ ２ ２ ９ ３ ８ ４ 号 、 お よ び 同 第 ０ ３ ２ ５ ５ ９ ６
号 に 、 こ の 問 題 に 対 処 す る よ う 設 計 さ れ た 一 連 の 注 射 器 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 注 射
器 は そ れ ぞ れ 、 注 射 器 が 完 全 に 排 出 さ れ る よ う に 、 解 放 機 構 が 作 動 し て か ら 所 定 の 時 間 、
注 射 器 の 解 放 を 遅 延 さ せ る 「 巧 妙 な 手 段 （ neat trick） 」 を 利 用 し て い る 。 英 国 特 許 出 願
第 ０ ３ ２ ５ ５ ９ ６ 号 に 開 示 さ れ て い る 装 置 で は 、 注 射 器 の 内 容 物 を 完 全 に 排 出 さ せ る の に
特 に 有 効 な 流 体 減 衰 遅 延 機 構 （ fluid-damped delay mechanism） が 使 用 さ れ て い る が 、 こ
の 遅 延 機 構 自 体 に 問 題 が あ る 。 第 １ に 、 流 体 減 衰 遅 延 機 構 の 使 用 に 際 し て 、 液 密 レ ザ バ ー
（ fluid-tight reservoir） を 形 成 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 流 体 レ ザ バ ー （ fluid r
eservoir） を 画 定 す る こ れ ら の 構 成 要 素 の 製 造 公 差 を 極 め て 小 さ く す る か 、 ま た は 使 用 す
る 前 に 流 体 が 漏 れ な い よ う に 密 封 し な け れ ば な ら な い 。 第 ２ に 、 た と え 装 置 が 作 動 し て か
ら で も 、 流 体 が レ ザ バ ー か ら 漏 れ る の は 望 ま し く な い 。 な ぜ な ら 、 こ の よ う な 漏 れ は 、 擬
似 ウ ェ ッ ト 注 入 を 招 く か 、 ま た は 注 射 器 の 内 容 物 が 装 置 内 に 漏 れ た 印 象 を 与 え る た め で あ
る 。 ど ち ら も 、 薬 物 を 自 己 注 射 す る 使 用 者 の 平 常 心 を 乱 す も の で あ る 。 ま た 、 小 さ い 公 差
お よ び 密 封 は 、 製 造 価 格 を 押 し 上 げ て し ま う 。 使 い 捨 て 用 に 設 計 さ れ る 注 入 装 置 の 場 合 、
そ の 多 く の 場 合 に お い て 、 コ ス ト を 抑 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 の 注 入 装 置 は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 流 体 減 衰 遅 延 機 構 を 利 用 す る が 、 前 記 し
た 欠 点 を 解 消 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に し た が っ た 注 入 装 置 は 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 こ の 注 射
器 を 、 排 出 ノ ズ ル が ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 排 出 ノ ズ ル が ハ ウ ジ ン グ 内 に
収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る と 、 注 射 器 に 作 用 し て 、 こ の 注 射 器 を 、 そ の 格 納 位
置 か ら 延 出 位 置 に 前 進 さ せ 、 こ の 注 射 器 の 内 容 物 を 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 す る 、 駆 動 装 置 と
、
　 駆 動 装 置 が 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling position） ま で 前 進 す る と 作 動 し
て 、 装 置 の 第 １ の 構 成 要 素 を 第 ２ の 構 成 要 素 か ら 結 合 解 除 す る 結 合 解 除 機 構 で あ っ て 、 こ
の 結 合 が 解 除 さ れ た 時 点 で 、 装 置 の 第 １ の 構 成 要 素 が 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 移 動 す る 、
結 合 解 除 機 構 と 、
　 第 １ の 構 成 要 素 が 、 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 公 称 解 放 位 置 （ nominal release position
） に 達 す る と 作 動 し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 か ら 注 射 器 を 解 放 す る 解 放 機 構 で あ っ て 、
こ の 注 射 器 が 解 放 さ れ た 時 点 で 、 付 勢 手 段 が 、 注 射 器 を そ の 格 納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と
、
　 注 射 器 の 残 り の 内 容 物 が 、 注 射 器 が 解 放 さ れ る 前 に 排 出 さ れ る よ う に 、 注 射 器 の 解 放 を
、 結 合 解 除 機 構 の 作 動 後 に 遅 延 さ せ る た め に 、 第 １ の 構 成 要 素 の 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 す る
動 き を 減 衰 さ せ る 高 粘 度 流 体 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 結 合 解 除 機 構 の 作 動 と 解 放 機 構 の 作 動 と の 間 の 遅 延 を 用 い て 、 あ ら ゆ る 公 差 の 積 み 重 ね
を 補 正 す る 。 注 射 器 の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ る 前 に 、 結 合 解 除 機 構 が ト リ ガ ー さ れ る よ
う に 設 計 す る こ と が で き る が 、 こ の 遅 延 は 、 構 成 要 素 の 意 図 す る 公 差 の 範 囲 内 で の 全 て の
偏 差 （ variations） に 対 し て も 、 注 射 器 の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ る ま で 注 射 器 が 解 放 さ
れ な い よ う に 選 択 す る 。 し た が っ て 、 非 現 実 的 に 厳 密 な 公 差 に 従 わ な く て も 、 注 射 器 が 格
納 さ れ る 前 に 注 射 器 の 内 容 物 を 確 実 に 排 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 用 い る 「 高 粘 度 流 体 （ highly viscous fluid） 」 は 、 ２ ５ ℃ で 、 ３ ， ０ ０ ０ ｃ Ｐ
（ セ ン チ ポ ア ズ ） 以 上 の 動 粘 性 率 を 有 す る 流 体 を 指 す 。 ニ ュ ー ト ン 流 体 （ 本 発 明 で は 好 ま
し い ） お よ び 非 ニ ュ ー ト ン 流 体 の 両 方 の 動 粘 性 率 を 決 定 す る た め の 方 法 が 当 分 野 で 知 ら れ
て い る 。 こ の よ う な 方 法 の 一 例 と し て 、 １ ６ ０ ０ ｓ - 1 に お け る Ｉ Ｓ Ｏ ３ ２ １ ９ ： １ ９ ９ ３
を 挙 げ る こ と が で き る 。 ニ ュ ー ト ン 流 体 お よ び 非 ニ ュ ー ト ン 流 体 の 両 方 に 適 用 で き る 好 適
な 方 法 を 、 本 明 細 書 の 補 遺 に 記 載 す る 。 こ の 方 法 は 、 試 験 す る 流 体 お よ び 試 験 装 置 に よ っ
て 決 定 さ れ る 、 再 現 性 の あ る 「 剪 断 速 度 （ shear rate） 」 に お け る 動 粘 性 率 の 平 均 値 を 導
出 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ２ ５ ℃ で ６ ０ ０ ０ ｃ Ｐ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は １ ２ ， ０ ０ ０ ｃ Ｐ 以 上 の 動 粘 性 率 を 有 す
る 流 体 で 、 大 き く 改 善 で き る 。 好 適 な 流 体 は 、 ２ ５ ℃ で 約 １ ２ ５ ０ ０ ｃ Ｐ の 動 粘 性 率 を 有
す る Ｄ Ｏ Ｗ  Ｃ Ｏ Ｒ Ｎ Ｉ Ｎ Ｇ  １ １ １  シ リ コ ー ン 化 合 物 （ Silicone Compound） バ ル ブ 潤 滑
剤 お よ び 密 封 剤 （ シ ー ラ ン ト ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 高 粘 度 流 体 は 、 定 義 に よ り 、 極 め て 流 れ に く い た め 、 あ る 程 度 の 制 約 を 回 避 で き る 。 第
１ に 、 レ ザ バ ー の 境 界 が 不 完 全 で も 、 優 勢 な 条 件 下 で 流 れ な い 高 粘 度 流 体 の 逃 げ 道 と は な
ら な い た め 、 完 全 な 液 密 レ ザ バ ー を 形 成 す る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 流 体 レ ザ バ ー を 画
定 す る こ の よ う な 構 成 要 素 の 製 造 公 差 は 、 小 さ く す る 必 要 が な く 、 密 封 も 必 要 な い 。 第 ２
に 、 擬 似 ウ ェ ッ ト 注 入 、 お よ び 装 置 内 で 注 射 器 の 内 容 物 が 漏 れ る と い う 心 配 は 、 高 粘 度 流
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体 が こ の よ う な 誤 解 を 引 き 起 こ す ほ ど 流 動 し な い た め 、 も は や 問 題 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 構 成 要 素 の 数 を 減 ら し 、 注 入 装 置 を 小 型 に 確 実 に 維 持 す る た め に 、 装 置 の 第 １ の 構 成 要
素 お よ び 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る 第 １ の 駆 動 要 素 （ the fi
rst element of the drive） お よ び 注 射 器 に 作 用 す る 第 ２ の 駆 動 要 素 （ the first elemen
t of the drive） に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。 第 １ の 駆 動 要 素 （ the first drive el
ement） が ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る と 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 第 ２ の 駆 動 要
素 （ the second drive element） に 対 し て 移 動 す る こ と が で き 、 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 注 射
器 に よ っ て 拘 束 さ れ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 高 粘 度 流 体 に よ っ て 減 衰 さ れ る 第 １ の 駆 動 要
素 と 第 ２ の 駆 動 要 素 の 相 対 運 動 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 ア ク チ ュ エ
ー タ を こ の よ う に 使 用 す る こ と で 、 構 成 部 品 の 数 を 少 な く 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 高 粘 度 流 体 の た め の レ ザ バ ー は 、 あ る 部 分 を 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 し 、 別 の
部 分 を 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 す る こ と が で き 、 こ の レ ザ バ ー の 容 積 は 、 第 １ の
駆 動 要 素 が 、 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ て 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少
す る 。 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体 を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 高 粘 度 流 体 を 逃 が す た
め の ベ ン ト （ vent、 排 出 口 ） を 備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 高 粘 度 流 体 を 用 い た 流 体 減 衰 機
構 の 最 も 単 純 で 最 も 小 型 の 実 施 形 態 が 提 供 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に し た が っ た 注 入 装 置 は 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 こ の 注 射
器 を 、 排 出 ノ ズ ル が ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 排 出 ノ ズ ル が ハ ウ ジ ン グ 内 に
収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 で あ っ て 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 ア ク チ ュ エ ー
タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 こ の 第 ２ の 駆 動 要 素 は 注 射 器 に 作 用 し て 、 こ の 注 射 器 を そ の 格 納 位
置 か ら 延 出 位 置 に 前 進 さ せ て 、 こ の 注 射 器 の 内 容 物 を 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 さ せ 、 第 １ の 駆
動 要 素 が 、 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る と 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 第 ２ の 駆 動 要
素 に 対 し て 移 動 す る こ と が で き 、 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 注 射 器 に よ っ て 拘 束 さ れ る 、 第 １ の
駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 と 、
　 あ る 部 分 が 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ 、 別 の 部 分 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定
さ れ た レ ザ バ ー で あ っ て 、 こ の レ ザ バ ー の 容 積 は 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 ア ク チ ュ エ ー タ に
よ っ て 作 動 さ れ て 、 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少 し 、 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体
を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 高 粘 度 流 体 を 逃 が す た め の ベ ン ト を 有 す る 、 レ ザ バ ー
と 、
　 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 公 称 解 放 位 置 ま で 前 進 す る と 作 動 し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら
注 射 器 を 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ た 解 放 機 構 で あ っ て 、 注 射 器 が 解 放 さ れ た 時 点 で 、 付 勢
手 段 が 、 注 射 器 を そ の 格 納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の こ の 態 様 で は 、 高 粘 度 流 体 が 、 装 置 の ２ つ の 要 素 の 相 対 運 動 を 減 衰 さ せ 、 ２ つ
の 駆 動 要 素 の 結 合 解 除 を 、 結 合 解 除 機 構 に よ っ て 行 う 必 要 が な い と い う 事 実 を 考 慮 し て い
る 。 ２ つ の 構 成 要 素 間 の 静 止 摩 擦 に よ っ て 得 ら れ る 以 外 の 壊 れ や す い 結 合 （ coupling） を
含 む か 、 ま た は 結 合 を 含 ま な い ２ つ の 構 成 要 素 の 使 用 を 含 め 、 他 の 可 能 性 が 存 在 す る 。 こ
れ に も か か わ ら ず 、 駆 動 要 素 の 結 合 解 除 と 解 放 機 構 の 作 動 と の 間 の 遅 延 が 存 在 し 、 こ れ を
前 述 し た よ う に 用 い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 注 入 装 置 は 、 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 が 、 公 称 解 放 位 置 よ り
も 前 進 し て い な い 位 置 に あ る 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling position） に 前 進
す る ま で 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る の を 防 止 す る 結 合 を さ ら に
含 む こ と が で き る 。 こ の 結 合 は 、 駆 動 要 素 が 公 称 結 合 解 除 位 置 ま で 前 進 す る と 作 動 す る 結
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合 解 除 機 構 を 含 む こ と が で き 、 か つ 、 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 結 合 お よ び 結 合 解 除 機 構 の ２ つ の 形 態 を 具 体 的 に 提 案 す る が 、 他 の 可 能 性 も 存 在 す る こ
と を 認 識 し て い る 。 こ の 第 １ の 形 態 で は 、 結 合 は 、 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素
に 作 用 す る 第 ３ の 駆 動 要 素 で あ る 。 こ の 場 合 、 結 合 解 除 機 構 は 、 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す
る と 第 ３ の 駆 動 要 素 が 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に
対 し て 移 動 で き る よ う に 、 第 ３ の 駆 動 要 素 を 第 ２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成
さ れ て お り 、 解 放 機 構 は 、 公 称 解 放 位 置 に 達 す る と 第 ３ の 駆 動 要 素 が 作 動 し な く な り 、 そ
れ に よ り 、 注 射 器 が ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 解 放 さ れ る よ う に 、 第 ３ の 駆 動 要 素 を 第 １
の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の 形 態 で は 、 結 合 は 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 作 用 で き る よ う に
、 第 １ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 を 含 む 。 こ の 場 合 、 結 合 解
除 機 構 は 、 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す る と 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に 作 用 し な く
な り 、 第 １ の 駆 動 要 素 が 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 で き る よ う に 、 第 １ の 駆 動 要 素 を 第
２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 解 放 機 構 は 、 公 称 解 放 位 置 に 達 す
る と ア ク チ ュ エ ー タ が 作 動 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 注 射 器 が ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 か ら
解 放 さ れ る よ う に 、 第 １ の 駆 動 要 素 を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 に 、 射 出 成 形 に よ る 構 成 部 品 の 製 造 を 単 純 に す る た め に 、 一 方 の 駆 動 要 素 が 、 ス テ
ム （ stem） を 含 み 、 他 方 の 駆 動 要 素 が 、 ス テ ム を 受 容 す る た め に 一 端 が 開 口 し た 孔 （ bore
） を 含 む こ と が で き る 。 こ の 孔 と ス テ ム が 、 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 擬 似 ウ ェ ッ ト 注 入 の 可 能 性 ま た は 装 置 内 で の 注 射 器 の 内 容 物 の 漏 れ の 心 配 を さ ら に 低 減
す る た め に 、 ベ ン ト （ vent） は 、 １ つ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ た 、 逃 げ た 流 体 が 収 集
さ れ る 収 集 チ ャ ン バ に 連 通 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 製 造 を 単 純 に す る た め に 、 一
方 の 駆 動 要 素 が ス テ ム を 含 み 、 ベ ン ト お よ び 収 集 チ ャ ン バ を 画 定 し 、 他 方 の 駆 動 要 素 が 、
ス テ ム を 受 容 す る た め に 一 端 が 開 口 し 、 か つ 他 端 が 閉 じ た 盲 孔 （ blind bore） を 含 む 。 こ
の 盲 孔 と ス テ ム が 、 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る 。 同 様 に 、 射 出 成 形 に よ る 製 造 を さ ら に
単 純 に す る た め に 、 収 集 チ ャ ン バ は 、 ベ ン ト の た め に 一 端 が 開 口 し 他 端 が 閉 じ た １ つ の 駆
動 要 素 の 孔 に よ っ て 画 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 一 例 と し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ が 皮 下 注 射 器 １ ４ を 収 容 し て い る 注 入 装 置 １ ０ を 示 し て い る 。
注 射 器 １ ４ は 、 一 端 が 皮 下 注 射 針 １ ８ ま で 延 び 、 他 端 が フ ラ ン ジ ２ ０ ま で 延 び て い る 注 射
器 本 体 １ ６ 、 お よ び 注 射 器 本 体 １ ６ 内 に 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ４ を 封 じ 込 め る ゴ ム 栓 ２ ２ を 含
む 従 来 の タ イ プ で あ る 。 通 常 は ゴ ム 栓 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 注 射 器 １ ４ の 内 容 物 の 手 動 の 排 出
に 用 い ら れ る 従 来 の プ ラ ン ジ ャ ー を 省 略 し 、 そ の 代 わ り に 後 述 す る 駆 動 要 素 を 用 い て い る
。 例 示 さ れ て い る 注 射 器 は 、 皮 下 注 射 型 で あ る が 、 必 ず し も 皮 下 注 射 型 に す る 必 要 は な い
。 経 皮 す な わ ち バ リ ス テ ィ ッ ク 皮 膚 注 射 器 （ transcutaneous or ballistic dermal syrin
ge） お よ び 皮 下 注 射 器 を 、 本 発 明 の 注 入 装 置 と 共 に 用 い る こ と も で き る 。 一 般 に 、 注 射 器
は 、 皮 下 注 射 器 の 場 合 は 針 １ ８ で あ る 排 出 ノ ズ ル を 含 ま な け れ ば な ら な い 。 例 示 さ れ て い
る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 戻 し ば ね ２ ６ を 含 む 。 こ の 戻 し ば ね ２ ６ は 、 注 射 器 １ ４ を 、 針
１ ８ が ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 開 口 ２ ８ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 排 出 ノ ズ ル １ ８ が ハ ウ ジ ン
グ １ ２ 内 に 収 容 さ れ る 格 納 位 置 に 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ の 他 端 部 に 、 こ こ で は 圧 縮 駆 動 ば ね ３ ０ の 形 態 で あ る ア ク チ ュ エ ー タ が 配 置
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さ れ て い る 。 駆 動 ば ね ３ ０ の 駆 動 力 が 、 多 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 を 介 し て 注 射 器
１ ４ に 伝 達 さ れ 、 こ の 注 射 器 １ ４ が 、 そ の 格 納 位 置 か ら 延 出 位 置 に 前 進 し 、 そ の 内 容 物 が
針 １ ８ を 介 し て 排 出 さ れ る 。 こ の 駆 動 装 置 が 、 ゴ ム 栓 ２ ２ に 作 用 し て こ の 動 作 が 完 了 す る
。 ゴ ム 栓 ２ ２ と 注 射 器 本 体 １ ６ と の 間 の 静 止 摩 擦 に よ り 、 戻 し ば ね ２ ６ が 底 部 に 達 す る か
、 ま た は 注 射 器 本 体 １ ６ が そ の 移 動 を 妨 げ る 他 の 障 害 物 （ 不 図 示 ） に 接 触 す る ま で 、 ゴ ム
栓 ２ ２ と 注 射 器 本 体 １ ６ が 共 に 、 確 実 に 前 進 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 駆 動 ば ね ３ ０ と 注 射 器 １ ４ と の 間 の 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 は 、 ３ つ の 主 な 構
成 要 素 か ら な っ て い る 。 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ は そ れ ぞ れ 、 駆 動
ば ね ３ ０ が 作 用 し て い る 内 側 シ ョ ル ダ ー ３ ８ に お け る 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ に よ っ て 作 動 さ
れ る 。 し た が っ て 、 駆 動 ば ね ３ ０ が 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ を 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り 、 第 １
お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ２ 、 ３ ４ が 共 に 移 動 す る 。 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ は 、 ボ ー ル ラ ッ チ
５ ２ に よ っ て 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ に 結 合 さ れ 、 ボ ー ル ラ ッ チ ５ ４ に よ っ て 第 ２ の 駆 動 要 素
３ ４ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ は 、 中 空 ス テ ム ４ ０ を 含 む 。 中 空 ス テ ム ４ ０ の 内 腔 （ inner cavity
） が 、 ベ ン ト ４ ４ に 連 通 し た 収 集 チ ャ ン バ ４ ２ を 画 定 し て い る 。 こ の ベ ン ト ４ ４ は 、 収 集
チ ャ ン バ か ら 中 空 ス テ ム ４ ０ の 端 部 を 貫 通 し て い る 。 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ は 、 一 端 が ス テ
ム ４ ０ を 受 容 す る た め に 開 口 し 、 か つ 他 端 が 閉 じ た 盲 孔 ４ ６ を 含 む 。 図 か ら 分 か る よ う に
、 孔 ４ ６ お よ び ス テ ム ４ ０ は 、 内 部 に 高 粘 度 流 体 を 収 容 す る 流 体 レ ザ バ ー ４ ８ を 画 定 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ト リ ガ ー ５ ０ が 、 皮 下 注 射 針 １ ８ の た め の 出 口 開 口 （ exit aperture） ２ ８ か ら 離 れ た
ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 端 部 に 設 け ら れ て い る 。 ト リ ガ ー が 作 動 す る と 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ が
ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 分 離 さ れ 、 駆 動 ば ね ３ ０ の 付 勢 に よ っ て 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ が ハ ウ ジ
ン グ １ ２ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 装 置 の 動 作 は 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 駆 動 ば ね ３ ０ が 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ を 移 動 さ せ 、 こ の 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ が 、
ボ ー ル ラ ッ チ ５ ２ 、 ５ ４ を 介 し て 第 １ お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ２ 、 ３ ４ が 移 動 す る 。 第 ２
の 駆 動 要 素 ３ ４ が 、 静 止 摩 擦 に よ っ て ゴ ム 栓 ２ ２ を 移 動 さ せ 、 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ４ を 介 し
て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 が 、 戻 し ば ね ２ ６ の 作 用 に 反 し て 注 射 器 本 体 １ ６ を 移 動 さ せ
る 。 戻 し ば ね ２ ６ が 圧 縮 さ れ 、 皮 下 注 射 針 １ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 出 口 開 口 ２ ８ か ら 突
出 す る 。 こ れ は 、 戻 し ば ね ２ ６ が 底 部 に 達 す る か 、 ま た は 注 射 器 本 体 １ ６ が そ の 移 動 を 妨
げ る 他 の 障 害 物 （ 不 図 示 ） に 接 触 す る ま で 続 く 。 ゴ ム 栓 ２ ２ と 注 射 器 本 体 １ ６ と の 間 の 静
止 摩 擦 、 お よ び 、 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 が 、 駆 動 ば ね ３
０ に よ る 全 駆 動 力 に 抵 抗 す る の に 十 分 で な い た め 、 こ の 時 点 で 、 ゴ ム 栓 ２ ２ が 、 注 射 器 本
体 １ ６ 内 に 移 動 し 始 め 、 薬 物 ２ ４ が 排 出 さ れ 始 め る 。 し か し な が ら 、 こ の 時 点 で 、 ゴ ム 栓
２ ２ と 注 射 器 本 体 と の 間 の 動 摩 擦 、 お よ び 、 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静
力 学 的 お よ び 流 体 力 学 的 な 力 が 、 戻 し ば ね ２ ６ を そ の 圧 縮 さ れ た 状 態 に 維 持 す る の に 十 分
で あ る た め 、 皮 下 注 射 針 １ ８ は 、 突 出 し た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ゴ ム 栓 ２ ２ が 、 注 射 針 本 体 １ ６ 内 で 移 動 の 最 後 に 達 す る 前 、 し た が っ て 注 射 器 の 内 容 物
が 完 全 に 排 出 さ れ る 前 に 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ を 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ に 連 結 し て い る ボ ー
ル ラ ッ チ ５ ４ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 径 拡 大 部 分 ５ ６ に 達 す る 。 ボ ー ル ラ ッ チ ５ ４ に お け
る ボ ー ル が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ の ベ ベ ル 表 面 （ bevelled surface） に 補 助 さ れ 、 図 示 さ
れ て い る 位 置 か ら 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ と 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置 ま
で 横 方 向 に 移 動 す る 。 こ れ ら の ボ ー ル は 、 初 め は 、 こ の ベ ベ ル 表 面 に 支 持 さ れ て ハ ウ ジ ン
グ １ ２ の 内 面 に 維 持 さ れ て い る 。 こ の 状 態 に な る と 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ が 、 第 ２ の 駆 動
要 素 ３ ４ に 対 し て 作 動 し な く な り 、 第 １ お よ び 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ２ 、 ３ ６ が 、 第 ２ の 駆 動
要 素 ３ ４ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 高 粘 度 流 体 が 、 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ の 端 部 と 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ の 盲 孔 ４ ６ と の 間 に 画
定 さ れ た レ ザ バ ー ４ ８ 内 に 受 容 さ れ て い る た め 、 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ が 、 駆 動 ば ね ３ ０ に
よ っ て 作 動 さ れ て 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ に 対 し て 移 動 す る に つ れ て 、 レ ザ バ ー ４ ８ の 容 積 が
減 少 す る 。 レ ザ バ ー ４ ８ が 縮 小 す る と 、 高 粘 度 流 体 は 、 押 さ れ て 、 ベ ン ト ４ ４ を 介 し て 収
集 チ ャ ン バ ４ ２ 内 に 移 動 す る 。 し た が っ て 、 ボ ー ル ラ ッ チ ５ ４ が 解 放 さ れ る と 、 駆 動 ば ね
に よ っ て 生 成 さ れ る 力 の 一 部 が 、 高 粘 度 流 体 に 作 用 し て 、 こ の 高 粘 度 流 体 を 、 ベ ン ト ４ ４
に よ っ て 画 定 さ れ た 制 限 部 を 介 し て 移 動 さ せ る 。 残 り の 力 が 、 こ の 流 体 を 介 し て 静 止 流 体
力 学 的 に 、 そ し て 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４ と の 間 の 摩 擦 、 し た が っ て 第
２ の 駆 動 要 素 ３ ４ を 介 し て ゴ ム 栓 ２ ２ に 作 用 す る 。 高 粘 度 流 体 の 流 れ に 関 連 し た 減 損 （ lo
sses） は 、 注 射 器 の 本 体 に 作 用 す る 力 を 大 き く は 弱 め な い 。 し た が っ て 、 戻 し ば ね ２ ６ は
、 圧 縮 さ れ た 状 態 に 維 持 さ れ 、 皮 下 注 射 針 は 、 突 出 し た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ２ ， ０ ０ ０ ｃ Ｓ （ セ ン チ ス ト ー ク ） 以 上 の 動 粘 性 率 を 有 す る 高 粘 度 流 体 を 用 い る 場 合
、 ベ ン ト ４ ４ は 、 直 径 が ０ ． ７ ｍ ｍ の 円 形 の 開 口 に で き る こ と が 分 か っ た 。 こ れ は 、 比 較
的 大 き な 直 径 で あ り 、 従 来 の 射 出 成 形 技 術 を 用 い て 容 易 に 製 造 で き る 。 粘 度 の 低 い 流 体 は
、 小 さ い 孔 が 必 要 で あ り 、 粘 度 の 高 い 流 体 は 、 大 き な 孔 が 必 要 で あ る 。 こ の よ う な 流 体 を
、 こ の よ う な ベ ン ト ４ ４ を 介 し て 流 す こ と で 、 第 １ お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ２ 、 ３ ４ の 互
い に 対 す る 動 き を 効 果 的 に 減 衰 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 流 体 は 、 流 れ に
く く 、 自 重 で は 、 収 集 チ ャ ン バ ４ ２ の 開 口 し た 端 部 か ら 流 出 し な い 。 し た が っ て 、 収 集 チ
ャ ン バ ４ ２ は 、 ベ ン ト ４ ４ か ら 離 れ た 端 部 を 閉 じ る 必 要 が な く 、 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ を 、
射 出 成 形 に よ っ て 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し ば ら く す る と 、 ゴ ム 栓 ２ ２ が 、 注 射 器 本 体 １ ６ 内 で そ の 移 動 を 終 了 し 、 そ れ 以 上 進 ま
な い 。 こ の 時 点 で 、 注 射 器 １ ４ の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ 、 駆 動 ば ね ３ ０ に よ る 力 が 作 用
し て 、 ゴ ム 栓 ２ ２ が 終 端 位 置 に 維 持 さ れ 、 高 粘 度 流 体 が 引 き 続 き ベ ン ト を 介 し て 流 れ 、 第
１ の 駆 動 要 素 ３ ２ が 引 き 続 き 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 流 体 の レ ザ バ ー ４ ８ が 空 に な る 前 に 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ を 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ に 連 結
し て い る ボ ー ル ラ ッ チ ５ ２ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 径 拡 大 部 分 ５ ６ に 達 す る 。 ボ ー ル ラ ッ
チ ５ ２ に お け る ボ ー ル が 、 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ の ベ ベ ル 表 面 に 補 助 さ れ 、 図 示 さ れ て い る
位 置 か ら 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ と 第 １ の 駆 動 要 素 ３ ２ の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置 ま で 横 方 向
に 移 動 す る 。 こ れ ら の ボ ー ル は 、 初 め は 、 こ の ベ ベ ル 表 面 に 支 持 さ れ て ハ ウ ジ ン グ １ ２ の
内 面 に 維 持 さ れ て い る 。 こ の 状 態 に な る と 、 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ６ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ３ ４
に 対 し て 作 動 し な く な り 、 第 １ お よ び 第 ３ の 駆 動 要 素 ３ ２ 、 ３ ６ が 、 互 い に 移 動 す る こ と
が 許 容 さ れ る 。 こ の 時 点 で 、 駆 動 ば ね ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 力 が 、 注 射 器 １ ４ に 伝 達 さ
れ な く な る た め 、 注 射 器 １ ４ が 解 放 さ れ 、 注 射 器 に 作 用 す る 力 は 、 戻 し ば ね ２ ６ か ら の 戻
す 力 の み と な る 。 し た が っ て 、 こ の 時 点 で 、 注 射 器 １ ４ は 、 そ の 格 納 位 置 に 戻 り 、 注 入 サ
イ ク ル が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ が 皮 下 注 射 器 １ １ ４ を 収 容 し て い る 別 の 注 入 装 置 １ １ ０ を 示
し て い る 。 注 射 器 １ １ ４ は 、 同 様 に 、 一 端 が 皮 下 注 射 針 １ １ ８ ま で 延 び 、 他 端 が フ ラ ン ジ
１ ２ ０ ま で 延 び る 注 射 器 本 体 １ １ ６ を 含 む 従 来 の タ イ プ で あ る 。 通 常 は 注 射 器 １ １ ４ の 内
容 物 を 手 動 で 排 出 す る た め に 用 い ら れ る 従 来 の プ ラ ン ジ ャ ー を 省 略 し 、 詳 細 を 後 述 す る 、
栓 １ ２ ２ ま で 延 び る 駆 動 要 素 １ ３ ４ を 代 わ り に 用 い て い る 。 栓 １ ２ ２ は 、 注 射 器 本 体 １ １
６ 内 に 注 入 さ れ る 薬 物 １ ２ ４ を 制 限 し て い る 。 例 示 さ れ て い る 注 射 器 は 、 皮 下 注 射 器 タ イ
プ で あ る が 、 必 ず し も 皮 下 注 射 器 タ イ プ に す る 必 要 は な い 。 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ
ジ ン グ は 、 戻 し ば ね １ ２ ６ を 含 む 。 こ の 戻 し ば ね １ ２ ６ は 、 注 射 器 １ １ ４ を 、 針 １ １ ８ が
ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ の 開 口 １ ２ ８ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 排 出 ノ ズ ル １ １ ８ が ハ ウ ジ ン
グ １ １ ２ 内 に 収 容 さ れ る 格 納 位 置 に 付 勢 し て い る 。 戻 し ば ね １ ２ ６ は 、 ス リ ー ブ １ ２ ７ を
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介 し て 注 射 器 １ １ ４ に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ の 他 端 部 に 、 こ こ で は 圧 縮 駆 動 ば ね １ ３ ０ の 形 態 で あ る ア ク チ ュ エ ー タ が 配
置 さ れ て い る 。 駆 動 ば ね １ ３ ０ か ら の 駆 動 力 が 、 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 を 介 し
て 注 射 器 １ １ ４ に 伝 達 さ れ 、 こ の 注 射 器 １ １ ４ が 、 そ の 格 納 位 置 か ら 延 出 位 置 に 前 進 し 、
そ の 内 容 物 が 針 １ １ ８ を 介 し て 排 出 さ れ る 。 こ の 駆 動 装 置 が 、 薬 物 １ ２ ４ お よ び 注 射 器 １
１ ４ に 直 接 作 用 し て こ の 手 順 が 完 了 す る 。 薬 物 を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 、 お よ
び こ の 力 よ り も 小 さ い 栓 １ ２ ２ と 注 射 器 本 体 １ １ ６ と の 間 の 静 止 摩 擦 に よ り 、 戻 し ば ね １
２ ６ が 底 部 に 達 す る か 、 ま た は 注 射 器 本 体 １ １ ６ が そ の 動 き を 妨 げ る 他 の 障 害 物 に 接 触 す
る ま で 、 栓 １ ２ ２ と 注 射 器 本 体 １ １ ６ が 共 に 、 確 実 に 前 進 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 駆 動 ば ね １ ３ ０ と 注 射 器 １ １ ４ と の 間 の 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 は 、 ３ つ の 主
な 構 成 要 素 か ら な る 。 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ が 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ か ら 駆 動 力 を 受 け 取 り 、 こ
の 駆 動 力 を 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ の 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ３ に 伝 達 す る 。 こ れ に よ り 、
駆 動 力 が 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ５ を 介 し て 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。 こ
の 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ は 、 既 に 述 べ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ は 、 中 空 ス テ ム １ ４ ０ を 含 む 。 中 空 ス テ ム １ ４ ０ の 内 腔 が 、 ベ ン
ト １ ４ ４ に 連 通 し た 収 集 チ ャ ン バ １ ４ ２ を 画 定 し て い る 。 こ の ベ ン ト １ ４ ４ は 、 収 集 チ ャ
ン バ か ら 中 空 ス テ ム １ ４ ０ の 端 部 を 貫 通 し て い る 。 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ は 、 一 端 が ス テ
ム １ ４ ０ を 受 容 す る た め に 開 口 し 、 か つ 他 端 が 閉 じ た 盲 孔 １ ４ ６ を 含 む 。 図 か ら 分 か る よ
う に 、 盲 孔 １ ４ ６ と ス テ ム １ ４ ０ は 、 内 部 に 高 粘 度 流 体 を 収 容 す る 流 体 レ ザ バ ー １ ４ ８ を
画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ト リ ガ ー （ 不 図 示 ） が 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ の 中 間 に 設 け ら れ て い る 。 ト リ ガ ー が 作 動 す
る と 、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ か ら 分 離 さ れ 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ の 影 響 下 で
、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 装 置 の 動 作 は
、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま ず 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ が 、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ を 移 動 さ せ 、 こ の 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ が
、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ を 移 動 さ せ 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３
４ を 移 動 さ せ る 。 い ず れ の 場 合 も 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ３ 、 １ ３ ５ を 介 し た 作 動 に よ
る 。 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ が 移 動 し 、 注 入 さ れ る 薬 物 １ ２ ４ に よ っ て 作 用 す る 流 体 静 力 学
的 な 力 お よ び 静 止 摩 擦 に よ っ て 、 注 射 器 本 体 １ １ ６ が 、 戻 し ば ね １ ２ ６ の 作 用 に 反 し て 移
動 す る 。 戻 し ば ね １ ２ ６ が 圧 縮 さ れ 、 皮 下 注 射 針 １ １ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ の 出 口 開 口
１ ２ ８ か ら 突 出 す る 。 こ れ は 、 戻 し ば ね １ ２ ６ が 底 部 に 達 す る か 、 ま た は 注 射 器 本 体 １ １
６ が そ の 動 き を 妨 げ る 他 の 障 害 物 に 接 触 す る ま で 続 く 。 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ と 注 射 器 本
体 １ １ ６ と の 間 の 静 止 摩 擦 、 お よ び 、 注 入 さ れ る 薬 物 １ ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学
的 な 力 が 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 全 駆 動 力 に 抵 抗 す る の に 十 分 で な い た め 、
こ の 時 点 で 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ が 注 射 器 本 体 １ １ ６ 内 を 移 動 し 始 め 、 薬 物 １ ２ ４ が 排
出 さ れ 始 め る 。 し か し な が ら 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ と 注 射 器 本 体 １ １ ６ と の 間 の 動 摩 擦
、 お よ び 、 注 入 さ れ る 薬 物 １ ２ ４ に よ っ て 作 用 す る 流 体 静 止 力 学 的 な 力 が 、 戻 し ば ね １ ２
６ を 圧 縮 し た 状 態 に 維 持 す る の に 十 分 で あ る た め 、 皮 下 注 射 針 １ １ ８ は 、 突 出 し た 状 態 に
維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ が 、 注 射 器 本 体 １ １ ６ 内 の 移 動 の 最 後 に 達 す る 前 、 し た が っ て 注
射 器 の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ る 前 に 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ を
連 結 し て い る 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ５ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ 内 の 制 限 部 １ ３ ７ に 達 す る
。 こ の 制 限 部 １ ３ ７ に よ り 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ５ が 、 制 限 部 １ ３ ７ に お け る ベ ベ ル
表 面 に 補 助 さ れ 、 図 示 さ れ て い る 位 置 か ら 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３
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４ と の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置 ま で 内 側 に 移 動 す る 。 こ の 状 態 に な る と 、 第 １ の 駆 動 要 素 １
３ ２ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ に 対 し て 作 用 し な く な り 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ が 、 第 ２
の 駆 動 要 素 １ ３ ４ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 高 粘 度 流 体 が 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ の 端 部 と 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ の 盲 孔 １ ４ ６ と の
間 に 画 定 さ れ た レ ザ バ ー １ ４ ８ 内 に 収 容 さ れ て い る た め 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ が 、 駆 動
ば ね １ ３ ０ に よ っ て 作 動 さ れ て 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ に 対 し て 移 動 す る に つ れ て 、 レ ザ バ
ー １ ４ ８ の 容 積 が 減 少 す る 。 レ ザ バ ー １ ４ ８ が 縮 小 す る と 、 高 粘 度 流 体 は 、 押 さ れ て 、 ベ
ン ト １ ４ ４ を 介 し て 収 集 チ ャ ン バ １ ４ ２ 内 に 移 動 す る 。 し た が っ て 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム
１ ３ ５ が 解 放 さ れ る と 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 力 が 、 高 粘 度 流 体 に 作 用 し て
、 こ の 高 粘 度 流 体 を 、 ベ ン ト １ ４ ４ に よ っ て 画 定 さ れ た 制 限 部 を 介 し て 移 動 さ せ 、 高 粘 度
流 体 を 介 し て 静 止 流 体 力 学 的 に 、 そ し て 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ と
の 間 の 摩 擦 、 し た が っ て 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ を 介 し て 作 用 す る 。 高 粘 度 流 体 の 流 れ に 関
連 し た 減 損 は 、 注 射 器 の 本 体 に 作 用 す る 力 を 大 き く は 弱 め な い 。 し た が っ て 、 戻 し ば ね １
２ ６ は 、 圧 縮 さ れ た 状 態 に 維 持 さ れ 、 皮 下 注 射 針 は 、 突 出 し た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し ば ら く す る と 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ が 、 注 射 器 本 体 １ １ ６ 内 で そ の 移 動 を 終 了 し 、
そ れ 以 上 進 ま な い 。 こ の 時 点 で 、 注 射 器 １ １ ４ の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ 、 駆 動 ば ね １ ３
０ に よ る 力 が 作 用 し て 、 第 ２ の 駆 動 要 素 １ ３ ４ が そ の 終 端 位 置 に 維 持 さ れ 、 高 粘 度 流 体 が
引 き 続 き ベ ン ト １ ４ ４ を 介 し て 流 れ 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ が 引 き 続 き 移 動 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 流 体 の レ ザ バ ー １ ４ ８ が 空 に な る 前 に 、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ を 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ に
連 結 し て い る 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ３ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ 内 の 別 の 制 限 部 １ ３ ９ に 達
す る 。 こ の 制 限 部 １ ３ ９ に よ り 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム １ ３ ３ が 、 こ の 制 限 部 １ ３ ９ に お け
る ベ ベ ル 表 面 に 補 助 さ れ 、 図 示 さ れ て い る 位 置 か ら 、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ と 第 １ の 駆 動 要
素 １ ３ ２ と の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置 に 内 側 に 移 動 す る 。 こ の 状 態 に な る と 、 駆 動 ス リ ー ブ
１ ３ １ が 、 第 １ の 駆 動 要 素 １ ３ ２ に 作 用 し な く な り 、 駆 動 ス リ ー ブ １ ３ １ と 第 １ の 駆 動 要
素 １ ３ ２ が 互 い に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 こ の 時 点 で 、 駆 動 ば ね １ ３ ０ に よ っ て 生
成 さ れ る 力 が 、 注 射 器 １ １ ４ に 伝 達 さ れ な く な る た め 、 注 射 器 １ １ ４ が 解 放 さ れ 、 注 射 器
に 作 用 す る 力 は 、 戻 し ば ね １ ２ ６ か ら の 戻 す 力 の み と な る 。 し た が っ て 、 こ の 時 点 で 、 注
射 器 １ １ ４ は 、 そ の 格 納 位 置 に 戻 り 、 注 入 サ イ ク ル が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 も ち ろ ん 、 こ れ ら の 動 作 は 全 て 、 キ ャ ッ プ １ １ １ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ の 端 部 か ら 取 り 外
さ れ て か ら 可 能 と な る 。 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 注 射 器 の 端 部 は 、 ブ ー ツ （ boot） １ ２ ３
で 密 封 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ １ １ １ が ハ ウ ジ ン グ １ １ ２ に 取 り 付 け ら れ る と 、 ス リ ー ブ １
１ ９ 内 に 適 合 す る キ ャ ッ プ の 中 心 ボ ス １ ２ １ が 、 そ の 端 部 で 中 空 で あ る 。 中 空 端 部 の リ ッ
プ １ ２ ５ は 、 そ の 前 縁 １ ５ ７ で 傾 斜 し て い る が 、 後 縁 で は 傾 斜 し て い な い 。 し た が っ て 、
キ ャ ッ プ １ １ １ が 取 り 付 け ら れ る と 、 リ ッ プ １ ２ ５ の 前 縁 １ ５ ７ が 、 ブ ー ツ １ ２ ３ の シ ョ
ル ダ ー １ ５ ９ の 上 を 移 動 す る 。 し か し な が ら 、 キ ャ ッ プ １ １ １ が 取 り 外 さ れ る と 、 リ ッ プ
１ ２ ５ の 後 縁 が 、 シ ョ ル ダ ー １ ５ ９ の 上 を 移 動 し な い 。 こ の た め 、 キ ャ ッ プ １ １ １ が 取 り
外 さ れ る 時 に 、 ブ ー ツ １ ２ ３ が 注 射 器 １ １ ４ か ら は が れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ が 皮 下 注 射 器 ２ １ ４ を 収 容 し て い る 別 の 注 入 装 置 ２ １ ０ を 示
し て い る 。 注 射 器 ２ １ ４ は 、 同 様 に 、 一 端 が 皮 下 注 射 針 ２ １ ８ ま で 延 び 、 他 端 が フ ラ ン ジ
２ ２ ０ ま で 延 び る 注 射 器 本 体 ２ １ ６ と 、 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ２ ４ を 注 射 器 本 体 ２ １ ６ 内 に 封
じ 込 め る ゴ ム 栓 ２ ２ ２ を 含 む 従 来 の タ イ プ で あ る 。 通 常 は ゴ ム 栓 ２ ２ ２ に 結 合 さ れ 、 注 射
器 ２ １ ４ の 内 容 物 の 手 動 の 排 出 に 用 い ら れ る 従 来 の プ ラ ン ジ ャ ー を 省 略 し 、 そ の 代 わ り に
詳 細 を 後 述 す る 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 要 素 を 用 い て い る 。 図 示 さ れ て い る 注 射 器 は
、 同 様 に 、 皮 下 注 射 タ イ プ で あ る が 、 必 ず し も 皮 下 注 射 タ イ プ に す る 必 要 は な い 。 例 示 さ
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れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 注 射 器 ２ １ ４ を 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ を 含 む 。 こ の 戻 し ば ね
２ ２ ６ は 、 注 射 器 ２ １ ４ を 、 針 ２ １ ８ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ 内 の 開 口 ２ ２ ８ か ら 延 出 し た 延
出 位 置 か ら 、 皮 下 注 射 針 ２ １ ８ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ 内 に 収 容 さ れ る 格 納 位 置 に 付 勢 し て い
る 。 戻 し ば ね ２ ２ ６ は 、 ス リ ー ブ ２ ２ ７ を 介 し て 注 射 器 ２ １ ４ に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ の 端 部 に 、 圧 縮 駆 動 ば ね ２ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 ば ね ２ ３ ０ か ら の 駆
動 力 が 、 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 を 介 し て 注 射 器 ２ １ ４ に 伝 達 さ れ 、 こ の 注 射 器
２ １ ４ が 、 格 納 位 置 か ら 延 出 位 置 に 前 進 し 、 そ の 内 容 物 が 針 ２ １ ８ を 介 し て 排 出 さ れ る 。
こ の 駆 動 装 置 が 、 薬 物 ２ ２ ４ お よ び 注 射 器 ２ １ ４ に 直 接 作 用 し て こ の 手 順 が 完 了 す る 。 薬
物 ２ ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 、 お よ び 、 こ の 力 よ り も 小 さ い 、 ゴ ム 栓 ２ ２
２ と 注 射 器 本 体 ２ １ ６ と の 間 の 静 止 摩 擦 に よ り 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ が 底 部 に 達 す る か 、 ま た
は 注 射 器 本 体 ２ １ ６ が そ の 動 き を 妨 げ る 障 害 物 に 接 触 す る ま で 、 ゴ ム 栓 ２ ２ ２ と 注 射 器 本
体 ２ １ ６ が 共 に 、 確 実 に 前 進 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 駆 動 ば ね ２ ３ ０ と 注 射 器 ２ １ ４ と の 間 の 複 数 の 構 成 要 素 か ら な る 駆 動 装 置 は 、 同 様 に 、
３ つ の 主 な 構 成 要 素 か ら な る 。 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ は 、 駆 動 ば ね ２ ３ ０ か ら の 駆 動 力 を 受
け 取 り 、 こ の 駆 動 力 を 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ の 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム ２ ３ ３ に 伝 達 す る 。
こ れ ら の 要 素 は 、 拡 大 図 「 Ａ 」 に 示 さ れ て い る 。 次 に 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 、 こ の 駆
動 力 を 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム ２ ３ ５ を 介 し て 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 伝 達 す る 。 こ れ ら の
要 素 は 、 拡 大 図 「 Ｂ 」 に 示 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ は 、 収 集 チ ャ ン バ
２ ４ ２ を 画 定 す る 内 腔 を 備 え た 中 空 ス テ ム ２ ４ ０ を 含 む 。 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ は 、 ス テ
ム ２ ４ ０ を 受 容 す る た め に 一 端 が 開 口 し 、 か つ 他 端 が 閉 じ た 盲 孔 ２ ４ ６ を 含 む 。 図 か ら 分
か る よ う に 、 盲 孔 ２ ４ ６ と ス テ ム ２ ４ ０ は 、 内 部 に 高 粘 度 流 体 を 収 容 す る 流 体 レ ザ バ ー ２
４ ８ を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ト リ ガ ー （ 不 図 示 ） が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ の 中 間 に 設 け ら れ て い る 。 ト リ ガ ー が 作 動 す
る と 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ か ら 分 離 さ れ 、 駆 動 ば ね ２ ３ ０ の 影 響 下 で
、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 装 置 の 動 作 は
、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 駆 動 ば ね ２ ３ ０ が 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ を 移 動 さ せ 、 こ の 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ が
、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ を 移 動 さ せ 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３
４ を 移 動 さ せ る 。 い ず れ の 場 合 も 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム ２ ３ ３ 、 ２ ３ ５ を 介 し た 作 動 に よ
る 。 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ が 移 動 し 、 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学
的 な 力 お よ び 静 止 摩 擦 に よ っ て 、 注 射 器 本 体 ２ １ ６ が 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ の 作 用 に 反 し て 移
動 す る 。 戻 し ば ね ２ ２ ６ が 圧 縮 さ れ 、 皮 下 注 射 針 ２ １ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ の 出 口 開 口
２ ２ ８ か ら 突 出 す る 。 こ れ は 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ が 底 部 に 達 す る か 、 ま た は 注 射 器 本 体 ２ １
６ が そ の 動 き を 妨 げ る 他 の 障 害 物 に 接 触 す る ま で 続 く 。 ゴ ム 栓 ２ ２ ２ と 注 射 器 本 体 ２ １ ６
と の 間 の 静 止 摩 擦 、 お よ び 注 入 さ れ る 薬 物 ２ ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 が 、
駆 動 ば ね ２ ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 全 駆 動 力 に 抵 抗 す る の に 十 分 で な い た め 、 こ の 時 点 で
、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ が 注 射 器 本 体 ２ １ ６ 内 を 移 動 し 始 め 、 薬 物 ２ ２ ４ が 排 出 さ れ 始 め
る 。 し か し な が ら 、 ゴ ム 栓 ２ ２ ２ と 注 射 器 本 体 ２ １ ６ と の 間 の 動 摩 擦 、 お よ び 注 入 さ れ る
薬 物 ２ ２ ４ を 介 し て 作 用 す る 流 体 静 力 学 的 な 力 が 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ を 圧 縮 さ れ た 状 態 に 維
持 す る の に 十 分 で あ る た め 、 皮 下 注 射 針 ２ １ ８ は 、 突 出 し た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ が 、 注 射 器 本 体 ２ １ ６ 内 の 移 動 の 最 後 に 達 す る 前 、 し た が っ て 注
射 器 の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ る 前 に 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ を
連 結 し て い る 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム ２ ３ ５ が 、 制 限 部 ２ ３ ７ に 達 す る 。 こ の 制 限 部 ２ ３ ７ は
、 構 成 要 素 ２ ６ ２ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 要 素 ２ ６ ２ は 、 他 の 全 て の 構 成 要 素
に 対 し て 始 め は 自 由 に 移 動 で き る が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ の 追 加 の 可 撓 性 ア ー ム ２ ４ ７
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と 注 射 器 フ ラ ン ジ ２ ２ ０ と の 間 に 制 限 さ れ る 。 こ れ ら の 追 加 の 可 撓 性 ア ー ム ２ ４ ７ は 、 第
１ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ の 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ５ の 上 を 移 動 し 、 こ れ に よ り 、 駆 動 力 が 第 ２ の 駆
動 要 素 ２ ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。 図 ３ は 、 追 加 の 可 撓 性 ア ー ム ２ ４ ７ が 、 構 成 要 素 ２ ６ ２ の 制
限 部 ２ ３ ７ に ち ょ う ど 接 触 し て い る 位 置 に あ る 注 入 装 置 ２ １ ０ を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 制 限 部 ２ ３ ７ が 、 両 方 の ベ ベ ル 表 面 に 補 助 さ れ 、 追 加 の 可 撓 性 ア ー ム ２ ４ ７ を 内 側 に 移
動 さ せ 、 こ の 追 加 の 可 撓 性 ア ー ム ２ ４ ７ が 、 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ５ を 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り
、 駆 動 力 が 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ か ら 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 伝 達 さ れ 、 図 示 さ れ て い
る 位 置 か ら 、 第 １ の 駆 動 要 素 と 第 ２ の 駆 動 要 素 と の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置 に 内 側 に 移 動 す
る 。 こ の 状 態 に な る と 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 対 し て 作 用 し
な く な り 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 高 粘 度 流 体 が 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ の 端 部 と 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ の 盲 孔 ２ ４ ６ と の
間 に 画 定 さ れ た レ ザ バ ー ２ ４ ８ 内 に 収 容 さ れ て い る た め 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 、 駆 動
ば ね ２ ３ ０ に よ っ て 作 動 さ れ て 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 対 し て 移 動 す る に つ れ て 、 レ ザ バ
ー ２ ４ ８ の 容 積 が 減 少 す る 。 レ ザ バ ー ２ ４ ８ が 縮 小 す る と 、 高 粘 度 流 体 が 、 収 集 チ ャ ン バ
２ ４ ２ 内 に 押 し や ら れ る 。 し た が っ て 、 可 撓 性 ラ ッ チ ア ー ム ２ ３ ５ が 解 放 さ れ る と 、 駆 動
ば ね ２ ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 力 が 、 高 粘 度 流 体 に 作 用 し て 、 こ の 高 粘 度 流 体 が 収 集 チ ャ
ン バ ２ ４ ２ 内 に 流 れ 、 高 粘 度 流 体 を 介 し て 静 止 流 体 力 学 的 に も 、 そ し て 第 １ の 駆 動 要 素 ２
３ ２ と 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ と の 間 の 摩 擦 、 し た が っ て 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ を 介 し て も
作 用 す る 。 高 粘 度 流 体 の 流 れ に 関 連 し た 減 損 は 、 注 射 器 の 本 体 に 作 用 す る 力 を 大 き く 弱 め
な い 。 し た が っ て 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ は 、 圧 縮 さ れ た 状 態 に 維 持 さ れ 、 皮 下 注 射 針 は 、 突 出
し た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し ば ら く す る と 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ が 、 注 射 器 本 体 ２ １ ６ 内 で の 移 動 を 終 了 し 、 そ
れ 以 上 進 ま な い 。 こ の 時 点 で 、 注 射 器 ２ １ ４ の 内 容 物 が 完 全 に 排 出 さ れ 、 駆 動 ば ね ２ ３ ０
に よ る 力 が 作 用 し て 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ が そ の 終 端 位 置 に 維 持 さ れ 、 高 粘 度 流 体 が 引
き 続 き 収 集 チ ャ ン バ ２ ４ ２ 内 に 流 れ 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 引 き 続 き 移 動 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ の 後 部 の フ ラ ン ジ ２ ７ ０ は 通 常 、 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ３ を 駆 動 ス リ
ー ブ ２ ３ １ に 係 合 し た 状 態 に 維 持 す る 。 し か し な が ら 、 高 粘 度 流 体 の レ ザ バ ー ２ ４ ８ が 空
に な る 前 に 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ と 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ を 連 結 し て い る 可 撓 性 ラ ッ チ ア
ー ム ２ ３ ３ が 、 第 ２ の 駆 動 要 素 ２ ３ ４ に 対 し て 十 分 に 前 方 に 移 動 す る た め 、 フ ラ ン ジ ２ ７
０ が 、 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ３ の 戻 り 部 ２ ７ ２ に 整 合 し 、 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ３ が 駆 動 ス リ ー ブ
２ ３ １ に 係 合 し て 維 持 さ れ る 効 果 が 切 れ る 。 こ こ で 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ が 、 可 撓 性 ラ ッ
チ ア ー ム ２ ３ ３ を 、 可 撓 性 ア ー ム ２ ３ ３ の ベ ベ ル ラ ッ チ 表 面 ２ ７ ４ に 補 助 さ れ 、 図 示 さ れ
て い る 位 置 か ら 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ と 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ と の 結 合 が 解 除 さ れ る 位 置
ま で 内 側 に 移 動 さ せ る 。 こ の 状 態 に な る と 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ が 、 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３
２ に 作 用 し な く な り 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ ３ １ と 第 １ の 駆 動 要 素 ２ ３ ２ が 互 い に 移 動 す る こ と
が で き る 。 こ の 時 点 で 、 駆 動 ば ね ２ ３ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 力 が 、 注 射 器 ２ １ ４ に 伝 達 さ
れ な く な る た め 、 注 射 器 ２ １ ４ が 解 放 さ れ 、 注 射 器 に 作 用 す る 力 は 、 戻 し ば ね ２ ２ ６ か ら
の 戻 す 力 の み と な る 。 し た が っ て 、 注 射 器 ２ １ ４ は 、 そ の 格 納 位 置 に 戻 り 、 注 入 サ イ ク ル
が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 開 示 し た 注 入 装 置 お よ び 本 発 明 に し た が っ た あ ら ゆ る 注 入 装 置 で は 、 高 粘 度 流 体 は 、 適
当 な 特 性 を 有 す る 任 意 の 流 体 と す る こ と が で き る 。 ２ ０ ℃ で １ ２ ， ５ ０ ０ ｃ Ｓ 以 上 の 動 粘
性 率 を 有 す る 選 択 で き る 流 体 の 例 と し て 、 シ リ コ ー ン 油 お よ び シ リ コ ー ン グ リ ー ス を 挙 げ
る こ と が で き る 。 さ ら に 、 シ リ コ ー ン 油 お よ び シ リ コ ー ン グ リ ー ス は 共 に 、 優 れ た 潤 滑 剤
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で あ り 、 あ る 種 の シ リ コ ー ン グ リ ー ス は 、 十 分 に 流 れ に く く 、 収 集 チ ャ ン バ の 開 口 し た 端
部 か ら 偶 発 的 に 排 出 さ れ る こ と が な い 。 さ ら に 、 第 ２ の 駆 動 要 素 内 の レ ザ バ ー は 、 第 １ の
駆 動 要 素 の ス テ ム が 所 定 の 位 置 に 押 し 込 ま れ る 前 に 、 単 純 に 満 た さ れ る 。 流 体 の 容 量 は 、
過 剰 な 流 体 が 収 集 チ ャ ン バ に 押 し 出 さ れ る た め 、 正 確 に 制 御 す る 必 要 は な い 。 流 体 が ベ ン
ト を 満 た す た め 、 閉 塞 に つ な が る ほ こ り や 他 の 汚 染 物 質 の 侵 入 が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 高 粘 度 流 体 を 用 い た 好 適 な 減 衰 機 構 を 開 示 し た が 、 高 粘 度 流 体 を 用 い る 他 の 減 衰 機 構 も
可 能 で あ る こ と を 当 然 理 解 で き よ う 。 し た が っ て 、 高 粘 度 流 体 を 用 い て 、 駆 動 ア ク チ ュ エ
ー タ か ら 駆 動 力 を 注 射 器 に 伝 達 す る 要 素 以 外 の 装 置 の 構 成 要 素 の 動 き を 減 衰 さ せ る こ と が
で き る 。 高 粘 度 流 体 を 用 い る こ と に 関 連 し た 多 く の 利 点 は 、 減 衰 機 構 の 他 の 詳 細 と は 無 関
係 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 高 粘 度 流 体 の 動 粘 性 率 に 対 す る 機 能 的 な 上 限 値 は 、 有 効 な 減 衰 装 置 と し て 作 用 す る 必 要
度 よ っ て 設 定 さ れ る 。 前 記 し た 実 施 形 態 を 含 め 、 本 発 明 の 実 用 的 な 実 施 形 態 で は 、 １ ５ ０
， ０ ０ ０ ｃ Ｐ を 超 え る 動 粘 性 率 が 有 効 で あ る と は 考 え ら れ な い 。 ６ ０ ， ０ ０ ０ ｃ Ｐ を 超 え
る 動 粘 性 率 を 有 す る 流 体 で あ っ て も 、 適 用 が 制 限 さ れ る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
〔 補 足 ： 動 粘 性 率 の 測 定 〕
１ ． 序 文
　 液 体 充 填 減 衰 装 置 （ liquid filled damper） は 、 本 装 置 に 使 用 す る た め に 提 案 さ れ た 。
こ の 減 衰 装 置 は 、 流 体 で 満 た さ れ た 小 さ な 孔 と 、 中 心 に 小 さ な 孔 を 備 え た 中 空 ピ ス ト ン か
ら な る 。 力 が 加 え ら れ る と 、 流 体 が 、 孔 を 介 し て ピ ス ト ン の 中 心 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 文 書 は 、 流 体 の 動 粘 性 率 を 決 定 す る こ と が で き る 試 験 方 法 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
２ ． 減 衰 装 置 の 記 述
３ ． ブ リ ー ド 孔 （ bleed hole） を 通 る 流 れ の 理 論 的 取 扱 い
３ ． １  派 生
　 以 下 の 分 析 は 、 軸 対 称 管 （ こ の 場 合 は 、 ピ ス ト ン の ブ リ ー ド 孔 ） に お け る 流 体 の 層 流 に
適 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 円 柱 要 素 に お け る 分 解 す る 力 ：
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 流 体 が 、 中 心 線 か ら の ニ ュ ー ト ン 流 体 お よ び 基 準 流 体 で あ る と 仮 定 ：
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 式 （ ｉ ） と 式 （ ｉ ｉ ） の 等 式 化 ：
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【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ １ 】
　 積 分 ：
【 数 ４ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 境 界 条 件 ：
　 ｒ ＝ Ｒ で 、 ｕ ＝ ０
　 ｒ ＝ ０ で 、 ｕ ＝ ｍ ａ ｘ
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 円 筒 要 素 の 検 定
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ｒ ＝ ０ か ら ｒ ＝ Ｒ で の 積 分
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 減 衰 装 置 の 場 合 、 ピ ス ト ン に お け る 摩 擦 お よ び ピ ス ト ン の 重 量 を 無 視 し 、 ピ ス ト ン と 孔
と が 完 全 に 密 封 さ れ て い る と 仮 定
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【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
４ ． 装 置 お よ び 方 法
　 試 験 装 置 は 、 図 ８ に 概 略 的 に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ２ つ の 硬 質 の 回 転 対 称 の 同 軸 本 体
か ら な る 。 一 方 の 本 体 は 、 内 径 が ４ ． ４ ５ ｍ ｍ ～ ４ ． ５ ５ ｍ ｍ の 範 囲 の 円 柱 孔 を 含 む 。 こ
の 内 径 を ｄ 2 と す る 。 一 方 の 本 体 は ま た 、 直 径 が ０ ． ６ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ７ ５ ｍ ｍ の 範 囲 の 同
軸 円 形 ブ リ ー ド 孔 （ coaxial, circular bleed hole） も 含 む 。 こ の 直 径 を ｄ 1 と す る 。 ブ
リ ー ド 孔 の 長 さ は 、 １ ． ９ ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ０ ５ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。 こ の 長 さ を 、 Ｌ と す る 。
ブ リ ー ド 孔 は 、 同 様 に 直 径 が ｄ 2 の 収 集 チ ャ ン バ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ の 同 軸 本 体 は 、 他 方 の 本 体 の 孔 と 十 分 に 良 好 な 密 封 を 形 成 す る 中 空 円 柱 ピ ス ト ン を
有 す る た め 、 試 験 中 に 本 体 の 円 柱 表 面 間 で 流 体 が 大 き く 減 損 し な い 。 本 体 の 円 柱 表 面 間 の
動 摩 擦 に 打 ち 勝 つ た め に 必 要 な あ ら ゆ る 力 は 、 接 触 面 を 潤 滑 す る の に 十 分 な 量 の 試 験 流 体
の 存 在 下 で 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ブ リ ー ド 孔 を 一 時 的 に 止 め た 状 態 で 、 第 １ の 同 軸 本 体 を 逆 に し 、 試 験 す る 流 体 の サ ン プ
ル を 、 少 な く と も ６ ｍ ｍ の 深 さ ま で 円 柱 孔 に 導 入 す る 。 次 に 、 第 ２ の 同 軸 本 体 を 第 １ の 同
軸 本 体 内 に 挿 入 す る 。 次 に 、 装 置 を 直 立 さ せ 、 ブ リ ー ド 孔 を 止 め た 状 態 を 解 除 す る 。 第 ２
の 同 軸 本 体 を 固 定 し 、 第 １ の 同 軸 本 体 を 、 収 集 さ れ る 位 置 に ブ リ ー ド 孔 か ら 流 体 が 現 れ る
ま で 下 げ る 。 こ の 段 階 で 、 少 な く と も ５ ｍ ｍ の 移 動 距 離 が 残 っ て い る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 １ の 同 軸 本 体 を 、 下 方 に 押 し て 移 動 さ せ る 。 こ の 力 の 大 き さ は 、 流 体 の 表 面 に 作 用 す
る 正 味 の 力 、 す な わ ち 加 え る 力 か ら 、 本 体 の 円 柱 表 面 間 の 動 摩 擦 に 打 ち 勝 つ た め に 必 要 な
力 を 減 じ て 、 第 １ の 同 軸 本 体 の 重 量 を 加 え た 値 が 、 ９ ． ９ ５ Ｎ ～ １ ０ ． ０ ５ Ｎ の 範 囲 と な
る よ う に す る 。 こ の 正 味 の 力 を Ｆ と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 位 置 検 出 器 （ position transducer） が 、 第 ２ の 同 軸 本 体 お よ び デ ー タ ロ ガ ー に 取 り 付
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け ら れ て い る た め 、 時 間 に 対 す る 位 置 の プ ロ ッ ト を 取 得 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 同 軸 本
体 が 、 加 え ら れ る 力 に 応 じ て 少 な く と も １ ． ５ ｍ ｍ 移 動 し た ら 、 第 ２ の 同 軸 本 体 を さ ら に
２ ． ０ ｍ ｍ 移 動 さ せ る の に か か っ た 時 間 を 、 時 間 に 対 す る 位 置 の プ ロ ッ ト か ら 求 め る 。 こ
の ２ ｍ ｍ の 時 間 間 隔 の 後 、 少 な く と も １ ． ５ ｍ ｍ の 移 動 を 維 持 し な け れ ば な ら な い 。 測 定
し た こ の 時 間 を ２ で 除 し て 、 １ ． ０ ｍ ｍ 移 動 す る た め の 平 均 時 間 を 求 め る 。 こ の 時 間 を ｔ

1 と す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 前 記 し た 分 析 に し た が っ て 、 ｖ p i s t o n を Ｓ Ｉ 単 位 で 測 定 し た 場 合 、
【 数 ９ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 す な わ ち 、
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　 し た が っ て 、 動 粘 性 率 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の 試 験 手 順 は 、 異 な る 流 体 サ ン プ ル で さ ら に ４ 回 繰 り 返 し 、 得 ら れ た ５ つ の 結 果 の 平
均 を 、 流 体 の 動 粘 性 率 と す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 手 順 は 、 ニ ュ ー ト ン 流 体 お よ び 非 ニ ュ ー ト ン 流 体 の 両 方 に 適 用 で き る 。 特 に 、 流 体
が ニ ュ ー ト ン 挙 動 か ら か な り 隔 た っ て い る 場 合 、 装 置 の 様 々 な 寸 法 お よ び 加 え る 力 は 、 正
確 に 前 記 し た 範 囲 の 中 間 点 と す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 （ １ ） 　 注 入 装 置 に お い て 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 前 記 注 射
器 を 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前
記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ る と 、 前 記 注 射 器 に 作 用 し て 、 こ の 注 射 器 の 内 容
物 を 前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 す る 、 駆 動 装 置 と 、
　 前 記 駆 動 装 置 が 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling position） ま で 前 進 す る と 作
動 し て 、 前 記 装 置 の 第 １ の 構 成 要 素 が 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 移 動 で き る よ う に す る 、 結
合 解 除 機 構 と 、
　 前 記 第 １ の 構 成 要 素 が 、 前 記 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 し て 公 称 解 放 位 置 （ nominal release 
position） に 達 す る と 作 動 し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 前 記 注 射 器 を 解 放 す る 解
放 機 構 で あ っ て 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ れ た 時 点 で 、 前 記 付 勢 手 段 が 、 前 記 注 射 器 を そ の 格
納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と 、
　 前 記 注 射 器 の 残 り の 内 容 物 が 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ れ る 前 に 排 出 さ れ る よ う に 、 前 記 注
射 器 の 解 放 を 、 前 記 結 合 解 除 機 構 の 作 動 後 に 遅 延 さ せ る た め に 、 前 記 第 １ の 構 成 要 素 の 前
記 第 ２ の 構 成 要 素 に 対 す る 動 き を 減 衰 さ せ る 高 粘 度 流 体 と 、
　 を 含 む 、 注 入 装 置 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 装 置 の 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 前 記 駆 動 装 置 の 第 １ の 要 素 お よ び 第
２ の 要 素 で あ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第
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２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に 作 動 し て 、 前 記 注 射 器 を 、 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 か ら 前 記
注 射 器 の 延 出 位 置 に 前 進 さ せ て 、 前 記 注 射 器 の 内 容 物 を 前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 さ せ 、 前
記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 が 前 記
注 射 器 に よ っ て 拘 束 さ れ る と 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動
す る こ と が で き る 、 注 入 装 置 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 あ る 部 分 が 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ 、 別 の 部 分 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ
っ て 画 定 さ れ た レ ザ バ ー を さ ら に 含 み 、 前 記 レ ザ バ ー の 容 積 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少 し
、 前 記 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体 を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 前 記 高 粘 度 流 体 を 逃 が
す た め の ベ ン ト （ vent） を 有 す る 、 注 入 装 置 。
　 （ ４ ） 注 入 装 置 に お い て 、
　 排 出 ノ ズ ル を 有 す る 注 射 器 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 前 記 注 射
器 を 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 延 出 し た 延 出 位 置 か ら 、 前 記 排 出 ノ ズ ル が 前
記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 さ れ た 格 納 位 置 に 付 勢 す る た め の 手 段 を 含 む 、 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動 要 素 で あ っ て 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に 作 用 し て 、 前 記 注 射 器 を
、 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 か ら 前 記 注 射 器 の 延 出 位 置 に 前 進 さ せ て 、 前 記 注 射 器 の 内 容 物 を
前 記 排 出 ノ ズ ル か ら 排 出 さ せ 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動
さ れ る と 、 こ の 第 １ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る こ と が で き 、 前
記 第 ２ の 駆 動 要 素 は 、 前 記 注 射 器 に よ っ て 拘 束 さ れ る 、 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 第 ２ の 駆 動
要 素 と 、
　 あ る 部 分 が 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ 、 別 の 部 分 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に よ
っ て 画 定 さ れ た レ ザ バ ー で あ っ て 、 前 記 レ ザ バ ー の 容 積 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 前 記
ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 作 動 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る と 減 少 し 、 前
記 レ ザ バ ー は 、 高 粘 度 流 体 を 収 容 し 、 そ の 容 積 が 減 少 す る 時 に 前 記 高 粘 度 流 体 を 逃 が す た
め の ベ ン ト を 有 す る 、 レ ザ バ ー と 、
　 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 、 公 称 解 放 位 置 ま で 前 進 す る と 作 動 し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の
作 用 か ら 前 記 注 射 器 を 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ た 解 放 機 構 で あ っ て 、 前 記 注 射 器 が 解 放 さ
れ た 時 点 で 、 前 記 付 勢 手 段 が 、 前 記 注 射 器 を 前 記 注 射 器 の 格 納 位 置 に 戻 す 、 解 放 機 構 と 、
　 を 含 む 、 注 入 装 置 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 （ ４ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 結 合 (coupling)で あ っ て 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 が 、 前 記 公 称
解 放 位 置 よ り も 前 進 し て い な い 位 置 に あ る 公 称 結 合 解 除 位 置 （ nominal decoupling posit
ion） に 前 進 す る ま で 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 移 動 す る の を
防 止 す る 結 合 、 を さ ら に 含 む 、 注 入 装 置 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ ６ ） 実 施 態 様 （ ５ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 駆 動 要 素 が 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 前 進 す る と 作 動 す る 結 合 解 除 機
構 を 含 む 、 注 入 装 置 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 （ ３ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 作 用 す る 第 ３ の 駆 動 要 素
で あ り 、
　 前 記 結 合 解 除 機 構 は 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 が 前 記 第
２ の 駆 動 要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 の 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素
に 対 す る 移 動 が 可 能 と な る よ う に 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解
除 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 解 放 機 構 は 、 前 記 公 称 解 放 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 １ の 駆 動
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要 素 に 作 用 し な く な り 、 前 記 注 射 器 が 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 解 放 さ れ る よ う に 、
前 記 第 ３ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 注 入 装 置 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 （ ３ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 合 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 に 対 し て 作 用 で き る よ う に 、 前
記 第 １ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 お よ び 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 の 協 働 機 構 を 含 み 、
　 前 記 結 合 解 除 機 構 は 、 前 記 公 称 結 合 解 除 位 置 に 達 す る と 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 が 前 記 第
２ の 駆 動 要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 の 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素
に 対 す る 移 動 が 可 能 と な る よ う に 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 を 前 記 第 ２ の 駆 動 要 素 か ら 結 合 解
除 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 解 放 機 構 は 、 前 記 公 称 解 放 位 置 に 達 す る と 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 前 記 第 １ の 駆 動
要 素 に 作 用 し な く な り 、 そ れ に よ り 、 前 記 注 射 器 が 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 か ら 解 放 さ
れ る よ う に 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 を 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ か ら 結 合 解 除 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 、
　 注 入 装 置 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 （ ３ ） ～ （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 ベ ン ト は 、 １ つ の 前 記 駆 動 要 素 に よ っ て 画 定 さ れ た 収 集 チ ャ ン バ に 連 通 し て お り 、
前 記 収 集 チ ャ ン バ に 、 逃 げ た 高 粘 度 流 体 が 収 集 さ れ る 、 注 入 装 置 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 （ ３ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 が ス テ ム を 含 み 、 前 記 他 方 の 駆 動 要 素 が 、 前 記 ス テ ム を 受 容 す る よ
う に 一 端 が 開 口 し た 孔 を 含 み 、 前 記 孔 と 前 記 ス テ ム が 、 前 記 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る
、 注 入 装 置 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 （ ９ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 が 、 ス テ ム を 含 み 、 前 記 ベ ン ト お よ び 前 記 収 集 チ ャ ン バ を 画 定 し て
お り 、 前 記 他 方 の 駆 動 要 素 は 、 前 記 ス テ ム を 受 容 す る た め に 一 端 が 開 口 し 、 他 端 が 閉 じ た
盲 孔 を 含 み 、 前 記 盲 孔 と 前 記 ス テ ム が 、 前 記 流 体 レ ザ バ ー を 画 定 し て い る 、 注 入 装 置 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 （ ９ ） ま た は （ １ １ ） に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 収 集 チ ャ ン バ は 、 前 記 ベ ン ト の た め に 一 端 が 開 口 し 他 端 が 閉 じ た 前 記 一 方 の 駆 動 要
素 に お け る 孔 に よ っ て 画 定 さ れ て い る 、 注 入 装 置 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ ） ～ （ １ ２ ） の い ず れ か に 記 載 の 注 入 装 置 に お い て 、
　 前 記 一 方 の 駆 動 要 素 は 、 前 記 第 １ の 駆 動 要 素 で あ る 、 注 入 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 試 験 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 円 柱 要 素 に お け る 分 解 す る 力 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 円 筒 要 素 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 試 験 装 置 の ピ ス ト ン と 孔 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ２ つ の 硬 質 の 回 転 対 称 の 同 軸 本 体 か ら な る 試 験 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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